
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
活
字
化
資
料
に
み
ら
れ
る
諸
問
題

「
あ
る
の
で
す
」
は
「
あ
る
で
す
」
｜

浅
JI I 

哲
也

は
じ
め
に
｜
｜
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
に
つ
い
て

せ
い
だ
ん
み
ね
の
は
つ
は
な

人
情
本
は
、
十
返
舎

一
九
の
『
清
談
峯
初
花
』
（
文
政
二
年
刊
・

一
八
一

九
年
）
を
鴨
矢
と
し
、
天
保
年
間
に
為
永
春
水
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
（
天

保
三
年
1
四
年
刊
・

一
八
三
二
土
二三
）
を
初
め
と
す
る
「
梅
暦
」
も
の
で

最
盛
期
を
迎
え
る
近
世
小
説
の

一
種
で
あ
る
。
人
情
本
の
地
の
文
は
文
語
体

で
あ
る
が
、
写
実
的
な
会
話
文
を
積
み
重
ね
る
構
成
に
よ
っ
て
男
女
の
恋
愛

模
様
の
機
微
が
微
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
会
話
文
が
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
政
期
以
降
の
当
時
の
江
戸
語
の
重
要
な
盗
科
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
の
馨
早
以
前
に
流
行
し
て
い
た
酒
落
本
が
そ
の
舞

台
を
遊
里
・
遊
郭
に
限
定
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
人
情
本
は
遊
里
だ
け

で
な
く
上
層
町
人
の
市
井
で
の
生
活
や
家
庭
内
で
の
生
活
も
描
写
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
情
本
は

一
般
の
町
家
の
女
性
の
話
し
こ
と
ば
を

活
写
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
言
語
資
料
で
あ
る
－
o

文
学
史
上
の
事
実
と
し
て
は
、
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
為
、
丞
呑
水
が
手
鎖

五
O
日
の
刑
と
服
木
破
却
の
処
分
を
受
け
（
天
保

一三
一年・

一
八
四
二
年
）
、

天
保

一
四
年
（

一
八
四
三
年
）
に
死
没
す
る
。
為
、
丞
呑
水
の

「梅
暦
」
も
の

が
λ
情
本
と
し
て
あ
ま
り
に
も
高
名
で
あ
る
た
め
、
春
水
の
断
筆
と
死
と
と

も
に
江
戸
の
人
情
本
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
が

一
般
に

は
あ
る
が
、
水
野
忠
邦
の
失
脚
（
天
保

一
四
年
・

一
八
四
三
年
）
の
後
、
江

し

よ

う

て

い

き

ん

す

い

う

め

ぽ

り

こ

く

が

さ

ん

さ

ん

て

い

あ

り

ん

ど

戸
の
人
情
本
は
松
亭
金
水
・

二
代
目
梅
暮
里
谷
峨
・
山
々
亭
有
人
ら
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
ま
で
人
情
本
の
刊
行
が
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
い
う
「
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
」
と
は
、
概

ね
天
保

三二
年
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
の
約
三
0
年
間
に
版
行
さ
れ

た
人
情
本
の
こ
と
で
あ
る
。

近
世
文
学
の
研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
評
価
は

必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
代
表
的
な
作

者
で
あ
る
山
々
享
有
人
と
仮
名
垣
魯
文
・
河
竹
黙
阿
弥
・

コ
一遊
亭
円
朝
ら
と

の
交
流
の
様
相
を
み
る
と
、
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
と
明
治
開
化
期
文
学
お

よ
び
日
本
近
代
文
学
と
の
直
接
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
は
重
視
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
生
堂
何
人
は
、
文
尚早
史
に
お
い
て
も
、
ま
た
国
語
史
に
お
い
て
も
、
江

戸
時
代
末
期
と
明
治
時
代
と
を
ひ
と
つ
の
連
続
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
直

す
？
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
文
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
末
期
人
情
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
信
頼
性
の
あ
る
活
字
化
文
献
が
な
く
、

正
確
な
テ
キ
ス
ト
を
求
め
る
に
は
版
本
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
が
長
ら
く
続
い
て
き
た
。
こ
の
重
要
な
言
語
史
研
究
上
の
文
献
資
料
の
空

白
部
分
を
解
消
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
本
文
活
字

化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

松
亭
金
水
作
の
人
情
本
で
活
字
化
の
対
象
と
し
た
の
は
、
『
盆
唄
三
人
娘
』

（
知
編
j
三
編
、
文
冬
平
刊
・

一
八
六
二
年
）
・
『
鷺
塚
千
代
廼
白
星
（
初

編
土

一編
、
安
警
一年
刊
・

一
八
五
六
年
）
で
あ
る
。
山
々
声
工
何
人
作
の
人

情
本
で
活
字
化
の
対
象
と
し
た
の
は
、
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
（
万
延
元
年
1

慶
店
応
元
年
刊
・

一
八
六
O

j
一
八
六
五
年
）
、
菌
明
ヨ
刈
娘
』
（
四
編
j
五

編
、
慶
庭
元
年
刊
・

一
八
六
五
年
）
、
『
春
色
江
戸
紫
』
（
元
治
元
年
j
明
治

元
年
刊
・

一
八
六
四
j
一
八
六
八
年
）
、
『
花
暦
封
じ
文
』
（
担
桶
慶
応
二
年

刊・

一
八
六
六
年
）
、
『
春
色
玉
俸
』
（
安
政
三
j
四
年
頃
成
・

一
八
五
六
j

五
七
年
、
明
治
元
年
刊
・

一
八
六
八
年
）
、
『
鴬
塚
千
代
廼
初
撃
』
（三
編

j

、、，ノ
寸
l
ム

／
’
t
、、、
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四
編
、
明
治
二
年
刊
・

一
八
六
九
年
）
で
あ
る
。
傍
線
の
あ
る
書
名
は
、
現

在
、
筆
者
に
よ
っ
て
、
次
に
挙
げ
る

一
覧
の
底
本
に
拠
る
本
文
全
文
の
活
字

化
作
業
が
完
了
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
（
初
編
j
五
編
）
…
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵

の
版
本
（
青
洲
文
庫
旧
蔵
）
を
底
本
と
し
、
底
本
の
落
丁
箇
所
を
筑

波
大
学
図
書
館
理
蔵
の
版
本
で
補
っ
た
。

『
盤
唄
三
人
娘
』
（
初
編
j
三
編
）
一
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
版

本
室
円
洲
文
庫
旧
蔵
）
を
底
本
と
し
、
底
本
の
落
丁
箇
所
を
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
版
本
で
補
っ
た
。
『
盤
唄
三
人
娘
』
（
四
編
j
玉
編
）

も
同
じ
。

『
春
色
江
戸
紫
』
一
初
編
は
新
潟
県
柏
崎
市
立
図
書
館
蔵
本
、

二
編
1

三
編
は
青
森
県
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

『
花
暦
封
じ
文
』
一
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
（
都
中
央
誌
料
）

を
底
本
と
し
た
。

『
春
色
玉
捧
』
一
国
文
学
研
究
資
料
館
理
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

本
稿
は
、
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
本
文
活
字
化
の
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
従
来
の
活
字
化
資
料
に
あ
る
種
々
の
誤
謬
を
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
明

ら
か
に
な
っ
た
江
戸
時
代
末
期
の
「
で
す
」
使
用
の
問
題
点h
に
つ
い
て
指
摘

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
活
字
化
資
料

こ
れ
ま
で
に
活
字
化
さ
れ
た
人
情
本
の
資
料
に
は
、
岩
波
書
店
日
本
古
典

文
学
大
系
・
岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
為
永
春
水
の
『
一
梅
暦
』
も
の
や
、
小

学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
に
収
録
の
為
永
春
水
作
『
春
告
鳥
』
、
国
書
刊
行

会
叢
書
江
戸
文
庫
の
『
人
情
本
集
』
、
小
野
正
弘
ほ
か
（

一
九
九
八
・

一
九

九
九
・

二
0
0
0）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
字
本
は
信
頼
性
の
高
い
活

字
化
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
い
ず
れ
も
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て

の
人
情
本
を
扱
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
ま
と
ま
っ
た
活
字
化
資
料
と
し
て
は
、
人
情
本

刊
行
会
に
よ
る
「
人
情
本
刊
行
会
叢
書
」
（
全
二
四
冊
、
村
上
静
人
校
訂
、

大
正
五
年
刊
。
以
下
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
）
が
あ
る
。
活
字
化
さ
れ
た
人

情
本
と
し
て
は
ほ
か
に
、
「
古
今
小
説
名
作
著
作
住
吉
（
全

一
八
巻
、
和
装
本
、

明
治
一
酉
年
刊
、
機
川
出
版
会
社
）
、
「
絵
本
稗
史
小
説
」
（
全

一
五
集
、
和

装
本
、
大
正
九
年
刊
、
博
文
館
編
輯
局
）
、
江
戸
軟
派
全
集
刊
行
会
に
よ
る

「江
戸
軟
派
全
集
」
（
全
二
六
冊
、
中
川
初
伊
編
集
、
昭
和
二
年
刊
）
、
「
帝

国
文
庫
人
情
本
傑
作
集
」
（
山
崎
麓
校
訂
、
昭
和
三
年
刊
、
博
文
館
）
に
収

録
さ
れ
た
人
情
本
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
活
字

本
も
底
本
で
あ
る
版
本
の
本
文
を
正
確
に
翻
刻
し
た
も
の
で
は
な
く
、
江
戸

時
代
末
期
人
情
本
は
重
要
な
言
語
資
料
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
信
頼
で
き

る
活
字
本
に
乏
し
い
日0

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
に
は
江
戸
時
代
末
期
人
情

本
資
料
が
多
く
集
中
し
て
い
る
た
め
に
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
「
人
情
本
刊

行
会
版
」
が
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
調
査
資
料
と
さ
れ
る
機
会
が
多
い
と

い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
を
主
な
調
査
資
料
と
し

た
研
究
に
辻
村
（

一
九
五
九
）
・
小
島
（

一
九
七
四
）
な
ど
が
あ
る
。

辻
村
（

一
九
五
九
）
は
、
『
春
色
恋
廼
染
ハ
召
解
』
『
盤
唄
三
人
娘
』
『
花
暦

封
じ
文
』
『
春
色
玉
捧
』
を
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
に
よ
っ
て
調
査
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
島
（

一
九
七
四
）
は
、
『
春
色
恋
廼
染
ハ
刀
解
』
『
春
色
江
戸
紫
』

『
盤
唄
三
人
娘
』
『
花
暦
封
じ
文
』
を
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
に
よ
っ
て
調

査
し
て
い
る
。

松
村
（

一
九
九
O
）
は
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
を
資
料
と
し
て
扱
う
こ

( 2) 
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と
に
批
判
的
で
、
『
春
色
玉
墜
を
松
村
明
氏
架
蔵
本
、
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』

『
盤
唄
三
人
娘
』
を
東
京
大
美
総
合
図
主
信
蔵
本
（
青
洲
文
庫
旧
蔵
）
、
『
春

色
江
戸
紫
』
『
花
暦
封
じ
文
』
を
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
で
調

査
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
動
詞
に
直
接
接
続
す

る
「
で
す
」
の
用
例
を
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
（
二
0
0
0）
は
「
人

情
本
刊
行
会
版
」
を
も
と
に
調
査
し
、
当
該
用
例
を
版
本
で
確
認
す
る
と
い

う
方
法
を
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
例
と
し
て
、
国
立
国

語
研
究
所
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム

『
ひ
ま
わ
り
』
の
「
人
情
本
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
あ
る
宅

こ
こ
で
は
、
『
仮
名

文
章
娘
節
用
』
・
『
花
の
志
満
台
』
・
『
花
暦
封
じ
文
』
・
『
春
色
江
戸
紫
』
・
『
春

色
恋
廼
染
ハ
刀
解
』
・
『
恋
の
若
竹
』
の
本
文
を
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文

に
拠
っ
て
い
る
。

二
、
調
査
と
問
題
点
の
分
類

江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
作
者
で
あ
る
松
亭
金
水
の
『
盛
唄
三
人
娘
』
（
初

編

j
三
編
、
文
久
二
年
j
慶
応
元
年
・

一
八
六
二
j
一
八
六
五
年
）
お
よ
び

山
々
至
何
人
の
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
・
『
盤
唄
三
一
人
娘
』
（
四
編
j
五
編
）
・

『
春
色
江
戸
紫
』
・
『
花
暦
封
じ
文
』
・
『
春
色
玉
捧
』
の
版
本
の
本
文
全

文
を
活
字
化
し
、
そ
れ
を
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
と
比
較
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
版
本
の
本
文
と
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
と
の
問
の
相
違

の
性
質
を
次
の
二
点
に
整
理
し
た
。

（
a
）
活
字
化
さ
れ
た
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
は
、
版
本
の
本
文
の

表
記
を
改
変
し
て
い
る
。

（b
）
活
字
化
さ
れ
た
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
は
、
版
本
の
本
文
そ

の
も
の
を
改
変
し
て
い
る
。

（
a）
の
例
と
し
て
は
、
漢
｛子
↓
平
仮
名
、
平
仮
名
ー
漢
字
、
漢
字
↓
他

の
漢
字
、
濁
点
の
加
除
・
改
変
な
ど
の
例
が
あ
る
。
（b
）
の
例
と
し
て
は
、

長
文
に
わ
た
る
削
除
、
文
・
語
句
の
削
除
・
追
加
、
文
ま
た
は
語
句
そ
の
も

の
の
改
変
、
句
読
点
の
改
変
な
ど
の
例
が
あ
る
。

「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
大
正
時
代
に
あ
っ
た
検
閲
制
度
が
原
因
で
、

も
と
の
版
本
に
あ
る
男
女
の
性
愛
描
写
に
関
す
る
箇
所
が
意
図
的
に
削
除

あ
る
い
は
改
変
さ
れ
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
完
全
性
を
欠
い
て
い
る
。

ま
た
、
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
は
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
第
五
編
の
序

文
が
完
全
に
削
除
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
底
本

に
お
け
る
序
文
の
脱
落
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
a
）・（
b
）

の
い
ず
れ
も
、
版
本
に
あ
る
原
文
の
改
賓
と
い
う
結
果
に
な
る
。

次
節
以
下
で
用
例
文
を
示
す
に
あ
た
っ
て
は
、
略
称
を
次
の
と
お
り
と
し
、

略
称
は
原
則
と
し
て
用
例
文
の
行
頭
に
掲
げ
た
。

（
染
版
）
一
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
の
版
本
、
（
醤
版
）
一
『
盤
唄
三
人
娘
』
の

版
本
、
（
暦
版
）
…
『
花
暦
封
じ
文
』
の
版
本
、
（
紫
版
）
…
『
春
色
江
戸
紫
』
の

版
本
、
（
棒
忠
一
『
春
色
玉
警
の
版
本
。

（
染
刊
）
一
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
人
情
本
刊
行
会
版
、
（
盤
刊
）
一
『
盤
唄
三

人
娘
』
人
情
本
刊
行
会
版
、
（
暦
刊
）
一
『
花
暦
封
じ
文
』
人
情
本
刊
行
会
版
、

（
紫
刊
）
一
『
春
色
江
戸
紫
』
人
情
本
刊
行
会
版
、
（
棒
軟
）
一
『
春
色
玉
棒
』

江
戸
軟
派
全
集
の
活
字
本
。

版
本
に
お
け
る
用
例
文
の
位
置
は
〈
編
数
・
丁
数
・
表
裏
（
オ
・
ウ
で
示

す
）
・
行
数
（
丸
数
字
で
示
す
）
〉
の
順
で
示
し
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で

の
用
例
文
は
〈
〉
内
に
当
該
の
頁
数
で
示
す
。

( 3) 



三
、
（

a
）
版
本
の
本
文
の
表
記
の
改
変

三
一
、
漢
字
↓
平
仮
名

版
本
の
本
文
に
あ
る
漢
字
語
葉
の
表
記
が
改
変
さ
れ
、
「
人
情
本
刊
行
会

版
」
の
本
文
で
は
元
の
漢
字
語
葉
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
改
変
さ
れ
た
漢
字
語
且
某
の
中
に
は
、
「
嗣
々
・
瓢
蕩
・
趣
合
・
剥
啄
・

践
援
」
な
ど
、
唐
話
（
白
話
）
語
棄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
語
葉
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。

研究論文

ゃ

っ

か

ぎ

し

つ

ッ

こ

う

（
染
版
）
そ
ん
な
奴
に
限
ッ
ち
ゃ
ァ
荒
淫
ざ
ま
す
し
〈
二
・

一二
O
オ
②
〉

↓
（
染
刊
）
其
様
な
奴
に
限
っ
ち
ゃ
ア
、
し
つ
ツ
こ
う
ざ
ま
す
し
。

〈二
四
四
頁
③
〉

ぎ

ょ

っ

お

ど

ろ

い

か

ね

（
盤
版
）
陶
と
骸
き
て
。
入
り
兼
た
り
し
が
〈
初
・

二
六
ウ
③
〉
↓
（
盤

お
ど
ろ

刊
）
剖
斗
刈
と
驚
き
て
、
入
り
州
制
た
り
し
が
〈
一三

頁
③
〉

な

に

く

ど

／

＼

つ

ぶ

や

な

に

（
盤
版
）
何
や
ら
耐
々
肱
き
て
。
〈初・

二
六
ウ
①
〉
↓
（
盛
刊
）
何
や
ら

つ
ぶ
や

く
ど
／
＼
k

怯
き
て
、
〈
三
O
頁
⑩
〉

（
盤
版
）
剰
割
捌
い
た
す
う
ち
に
。
〈
盤
・
初
・

二
二
ウ
⑦
〉
↓
（
盤
刊
）
外

い

た

う

ち

か
／
＼
致
す
中
に
、
〈
二
七
頁
⑩
〉

し

ほ

し

と

つ

お

い

つ

（
盤
版
）
知
ら
せ
ま
欲
と
趣
合
。
〈
醤
・
初
・

二
九
ウ
①
〉
↓
（
盛
刊
）
知

ら
せ
ま
ほ
し
と
、
と
つ
お
い
つ
、
〈
三
四
頁
④
〉

あ

ま

ど

ほ

と

f
i

（
盤
版
）
雨
戸
を
剥
啄
お
と
な
へ
ば
。
〈
盛
・
初
・

三一

ウ
⑥
〉
↓
（
盤
刊
）

あ
ま
ど

雨
戸
を
刷
出
ハ
U
い
お
と
な
へ
ば
、
〈
三
七
頁
④
〉

む
づ
か
し
い

（
盛
版
）
践
眠
か
ら
〈
盤
・
初
・
四
六
オ
③
〉
↓
（
盤
刊
）
む
づ
か
し
い

か
ら
〈
五
三
頁
⑤
〉

ら
ま
い
は
ん
い
ち
ゃ
つ
き
た
い
く
わ
ん
し
ょ

（
暦
版
）
う
ぬ
等
が
毎
晩
千
話
を
代
官
所
へ
う
っ
た
へ
り
や
ア
〈
二
・四

う

ぬ

ら

ま

い

ば

ん

た

い

く

わ

ん

し

ょ

六
ウ
⑧
〉
↓
（
暦
刊
）
汝
等
が
毎
晩
い
ち
ゃ
つ
き
を
、
代
官
所
へ

訴
へ
り
や
ア
、
〈
三
O
六
頁
〉

一
一
一
ー
ー
二
、
平
仮
名
↓
漢
字

版
本
の
本
文
で
は
平
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」

の
本
文
で
は
任
意
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
ル
ピ
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、

結
果
的
に
原
文
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
て
ら
れ
た
漢
字
に
付
さ
れ

た
ル
ビ
が
版
本
の
原
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
へ
が
き
な
が

（
染
版
）
「
べ
ら
ぼ
う
に
前
文
が
長
イ
の
〈
初
・
七
オ
⑥
〉
↓
（
染
刊
）
『
箆
棒

ま
へ
が
き
な
が

に
前
文
が
長
い
の
。』〈

一
五
一
頁
②
〉

ひ

こ

ざ

う

な

に

み

（
染
版
）
彦
三
は
何
く
ら
か
ら
ぬ
身
な
れ
ど
も
〈
初
・

三
五
オ
④
〉
↓
（
染

な

に

く

ら

み

刊
）
何
嗣
か
ら
ぬ
身
な
れ
ど
も
、
〈

一
八
二
頁
⑤
〉

あ

ひ

に

く

（
暦
版
）
あ
〉
に
く
で
ご
ざ
り
ま
す
不
。
〈
三
了
九
ウ
⑥
〉
↓
（
暦
刊
）
折
悪
敷

で
御
座
り
ま
す
ね
。
今
＝
三
頁
③
〉

(4) 

三
上
ニ
、
漢
字
↓
他
の
漢
字

一一一
｜

一
と
同
様
に
、
版
本
に
あ
る
漢
字
語
葉
の
表
記
が
平
易
な
漢
字
表
記

に
改
変
さ
れ
て
し
ま
い
、
版
本
に
あ
る
漢
字
語
葉
が
資
料
と
し
て
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
松
亭
金
水
作
の
『
盛
唄
三
一
人
娘
』
（
初
編
j
一一一
編
）
は
、

読
本
に
似
た
作
風
で
あ
り
、
地
の
文
・
会
話
文
と
も
に
豊
富
に
漢
字
語
葉
を



江戸時代末期人情本の活字化資料にみられる諸問題

使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
漢
字
語
葉
に
は
、
「
臆
気
・
爺
親
・
両
個
・
況
吟
・
冶
郎
・
橡

頬
・
況
岬
・
阿
言
・
陪
槽
・
逓
与
・
了
得
・
老
爺
・
揮
家
・
大
爺
」
の
よ
う

に
、
現
在
で
は
ル
ビ
に
示
さ
れ
た
語
の
意
味
で
の
使
用
が
必
ず
し
も

一
般
的

で
な
い
漢
字
語
葉
、
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
唐
話
（
白
話
）
語
葉
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
人
情
本
刊

行
会
版
」
で
は
他
の
漢
字
語
棄
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
元
の
漢
字
語
葉
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お

く

ひ

お

く

び

（
盤
版
）
暗
気
〈
初
・
七
ウ
③
〉
↓
（
盤
刊
）
晴
元
頁
⑥
〉

て

〉

お

や

て

〉

お

や

（
盤
版
）
爺
親
〈
初
・
七
ウ
⑥
〉
↓
（
盛
刊
）
父
親
〈
九
頁
⑪
〉

さ

ふ

ら

ひ

ふ

た

り

さ

ふ

ら

ひ

ふ

た

り

（
盤
版
）
侍
両
個
〈
初
・
九
オ
⑤
〉
↓
（
盤
刊
）
侍
二
人
〈

一一

頁
⑦
〉

し
あ
ん

（
盤
版
）
況
吟
〈
初
・
九
ウ
②
〉
↓
（
盤
刊
）
思
案
〈

一一

頁
⑪
〉

だ

き

す

く

だ

す

く

（
盤
版
）
懐
掠
め
〈
初
・
一

O
オ
⑤
〉
↓
（
盤
刊
）
抱
き
掠
め
〈
一

二
頁
⑦〉

や

ら

う

や

ら

う

（
盤
版
）
冶
郎
〈
初
・

一
O
ウ
③
〉
↓
（
盤
刊
）
野
郎
〈

一三
頁
⑤
〉

え

ん

が

は

え

ん

が

は

（
盤
版
）
橡
頬
〈
初
・

一
八
オ
①
〉
↓
（
盤
刊
）
縁
側
〈
二
O
頁
⑪
〉

し
あ
ん

（
盤
版
）
況
岬
〈
初
・

一
八
ウ
⑥
〉
↓
（
盤
刊
）
思
案
〈
二
二
頁
①
〉

（
盤
版
）
町
言
を
い
は
せ
ま
い
と
。
〈初
・
二
六
オ
③
〉
↓
（
醤
刊
）
小
言
を

言
は
せ
ま
い
と
、
〈
三
O
頁
⑨
〉

わ

び

る

こ

と

ば

い

か

や

は

わ

（
盤
版
）
附
胡
言
葉
に
怒
り
を
和
ら
げ
〈
初
・

二
七
ウ
⑥
〉
↓
（
盤
刊
）
剖

こ

と

ば

い

か

や

は

叶
引
言
葉
に
怒
り
を
和
ら
げ
、
〈
一
一
三
頁
③
〉

し

な

わ

た

と

く

か

へ

（
盤
版
）
品
を
逓
与
し
て
頓
帰
ら
ん
。

わ

た

と

か

へ

渡
し
て
疾
く
蹄
ら
ん
。
〈
三
四
頁
⑨
〉

さ

す

が

い

や

し

い

む

す

め

さ

す

が

い

や

（
盤
版
）
了
得
卑
賎
も
の
〉
女
児
。
〈初・

三
四
ウ
①
〉
↓
（
盤
刊
）
流
石
卑

も

の

む

す

め

し
い
者
の
娘
、
〈
三
九
頁
⑥
〉

お

や

ぢ

お

や

ぢ

（
盤
版
）
老
爺
さ
ん
〈
初
・

三
五
オ
②
〉
↓
（
盛
刊
）
親
父
さ
ん
〈
四
O
頁

②〉あ

り

さ

ま

あ

り

さ

ま

（
盤
版
）
景
勢
〈
初
・

三
五
ウ
⑥
〉

↓
（
盤
刊
）
有
様

〈
四
一
頁
②
〉

み

た

り

み

た

り

（盤版）

三
個
〈
初
・
四
二
ウ
⑤
〉
↓
（
盛
刊
）

三
人
〈
四
八
頁
⑪
〉

つ

ま

み

そ

ち

た

つ

ま

（
盛
版
）
揮
家
は
三
十
に
ま
だ
足
ら
で
。
〈初
・
四
七
オ
③
〉
↓
（
盛
刊
）
妻

み

そ

ぢ

ま

た

は
三
十
路
に
未
だ
足
ら
で
、
〈
五
四
頁
⑥
〉

あ

さ

と

う

ひ

か

ぎ

よ

な

ベ

し

ご

と

て

あ

し

（
盛
版
）
朝
は
疾
か
ら
割
の
限
り
。
夜
業
制
鮒
は
手
足
さ
へ
。〈
初
・
四
八

あ

さ

ひ

か

ぎ

よ

な

ベ

し

ご

と

で

あ

し

ウ
③
〉
↓
（
盤
刊
）
朝
は
と
っ
か
ら
日
の
限
り
夜
業
仕
事
は
手
足
さ

へ
、
〈
五
五
頁
⑨
〉

お

ほ

ふ

ろ

し

き

お

お

ぶ

ろ

し

き

（
盤
版
）
対
制
川

l

に
。
〈初
・
五
二
オ
④
〉
↓
（
盤
刊
）
対
周
回
敷
に
、
〈
五

九
頁
⑨
〉

だ

ん

な

お

か

み

（
盤
版
）
大
爺
も
内
義
さ
ん
も
。

か

み

お
内
儀
さ
ん
も
、

〈初・

二
九
ウ
⑦
〉
↓
（
盤
刊
）
品
を

( 5) 

〈初

・五
二
ワ
②
〉

だ
ん
な

↓
（
盛
刊
）
日
一那
も

〈六
O
頁
③
〉

一
二
ー
ー
四
、
仮
名
の
改
変

「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
仮
名
（
ル
ピ
の
部
分
を
含
む
）
を
改
変
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
版
本
に
あ
る
語
葉
そ
の
も
の
が
改
窮
さ
れ
て
い
る
。
改



「
う
る
た
い
る
・
あ
す
ぶ
・
ば
ゃ
い
・
ま

あ
そ

い
・
い
く
」
の
よ
う
な
語
且
某
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
う
ろ
た
え
る
・
遊
ぶ
・

ば

あ

い

ま

え

よ

場
合
・
前
・
良
く
」
の
音
読
形
で
あ
り
、
江
戸
語
と
し
て
の
資
料
価
値
の
高

い
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
原
形
に
改
め
ら
れ
て

い
る
。
語
連
接
上
の
音
靴
現
象
「
わ
た
し
は
↓
わ
た
し
ゃ
」
の
例
が
版
本
に

あ
る
が
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
「
わ
た
し
は
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
版
本
に
あ
る
促
音
を
伴
う
自
称
代
名
詞
「
わ
っ
ち
き
」
が
、
「
人
情

本
刊
行
会
版
」
で
は
「
わ
ち
き
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

変
さ
れ
た
原
文
の
例
の
中
に
は
、

研究論文

か

へ

す

ぐ

で

く

み

ち

（
染
版
）
う
る
た
い
て
帰
ッ
て
直
に
出
て
来
る
途
中
て
〈
初
・

三
九
ワ
⑦
〉

う

ろ

た

へ

か

へ

す

ぐ

で

く

と

ち

う

狼
狽
へ
て
、
蹄
っ
て
直
に
出
て
来
る
途
中
で
〈

一
八

↓
（
染
刊
）

八
頁
⑥
〉

あ

す

ど

こ

あ

そ

（
染
版
）
何
所
ぞ
で
組
ぼ
う
〈
二
・
二一
オ
⑥
〉
↓
（
染
刊
）
何
慮
ぞ
で
劃

ば
う
〈
二
二
O
頁
⑩
〉

乙
み

そ

ば

や

い

；

｜
 

（染版）

E
「夫
り
や
そ
こ
の
場
合
で
〈
二
・
四
四
ウ
③
〉
↓
（
染
刊
）
夫

り
や
そ
こ
の
場
合
で
、
〈
二
六
三
頁
⑥
〉

（
染
版
）
い
そ
／
＼
重
の
井
の
前
へ
来
れ
は
そ
の
ま
〉
ひ
き
寄
可
愛
の
も
の

や
と
い
だ
き
あ
げ
〈
三
・
一云

万
①
〉
↓
（
染
刊
）
い
そ
／
＼
重
の

井
の
前
へ
来
た
れ
ば
、
其
の
偉
引
き
寄
せ
、
可
愛
の
者
や
と
抱
き

上
げ
、
〈
染
刊
・

コ二

七
頁
⑫
〉

（
暦
版
）
五
口
債
の
病
気
は
イ
ツ
側
羽
引
洲
、

し
れ
や
ァ
し
な
い
〈
二
・
二
四

わ

た

い

あ

ん

ば

い

い

つ

よ

し

ワ
③
〉
↓
（
暦
刊
）
私
の
病
気
は
、
何
時
快
く
な
る
か
知
れ
や
ア

し
な
い
。』
〈
二
八
O
頁〉

わ

た

し

か

ご

い

や

わ

た

し

か

ご

円
染
版
）
私
や
駕
は
嫌
サ
〈
二
・

コ
一
六
オ
④
〉
↓
（
染
刊
）
私
は
駕
龍
は

い
や嫌

さ
。
九
染
刊
・

二
五
一
頁
⑫
〉

わ
っ
ち
き
と
こ

（
染
版
）
な
ん
な
ら
私
の
所
に
も
〈
二
・一
三

ウ
④
〉

わ

ち

き

と

こ

ら
私
の
所
に
も
〈
二
四
五
頁
②
〉

な
ん

↓
（
染
刊
）
何
な

版
本
に
は
、
「
叫
べ
ど
」
の
音
花
形
か
と
考
え
ら
れ
る
「
さ
げ
め
ど
」
の

例
や
、
「
あ
い
か
り
（
鮎
狩
）
」
・
「
も
ん
じ
ゅ
じ
よ
（
問
注
所
ど
の
よ
う
に

音
韻
上
で
特
徴
の
あ
る
語
葉
が
あ
る
が
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
語
葉

と
し
て

一
般
的
な
語
形
に
改
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

( 6) 

よ

ベ

ま

っ

か

ぜ

ほ

か

を

と

ま

の

（
暦
思
呼
と
剖
叶
州
日
松
風
の
外
は
音
な
き
虞
野
中
故
、
〈
初
・
一
八
オ

よ

さ

け

ま

っ

か

ぜ

ほ

か

お

と

ま

の

な

か

呼
べ
ど
叫
イ

d
松
風
の
、
外
は
音
な
き
畳
一
野
中

故2②

暦
刊

〈二
七
二
頁
・
⑫
〉

あ

ひ

か

り

つ

れ

（
染
版
）
玉
川
へ
鮎
狩
に
と
て
連
だ
ち
し
〈
二
・
三
五
オ
⑦
〉
↓
（
染
刊
）

た

ま

が

は

あ

ゆ

が

り

つ

玉
川
へ
、
鮎
狩
に
と
て
連
れ
だ
ち
し
、
〈
二
三
O
頁
⑥
〉

わ
だ
さ
ま
も
ん
し
ゅ
し
ょ

（
染
版
）
和
田
様
の
文
注
所
江
う
っ
た
え
ま
せ
う
か
〈
一一
了

一
八
オ
⑦
〉
↓

わ

だ

さ

ま

も

ん

ち

ゅ

う

じ

よ

う

っ

た

（
染
刊
）
和
田
様
の
問
注
所
へ
訴
へ
ま
せ
う
か
。

⑨〉

（
二
九
九
頁
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版
本
に
は
、
形
容
動
詞
「
ま
っ
か
（
真
っ
赤
）
」
の
古
形
ま
た
は
変
種
と

考
え
ら
れ
る
ま
い
つ
か
い
」
が
あ
り
、
貴
重
な
語
骨
奮
料
と
な
っ
て
い
る

が、

「人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
当
該
例
が

「ま
っ
か
」
と
改
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
形
容
詞
「
四
角
し
い
」
・
形
容
動
詞
「
馬
鹿
ら
」
な
ど
が
版
本

か
ら
拾
え
る
が
、
い
ず
れ
も
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
「
し
か
し
い
・
馬

鹿
な
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
改
め
ら
れ

た
「
し
か
し
い
」
で
は
語
義
不
明
で
あ
る
。

ま

い

か

い

に

せ

も

の

（
染
版
）
似
て
も
に
つ
か
ぬ
員
ッ
赤
ナ
偽
物
〈
一二

・
五
オ
④
〉
↓
（
染
刊
）

に

に

つ

ま

っ

か

に

せ

も

の

似
て
も
似
附
か
ぬ
員
赤
な
偽
物
、
〈
染
刊
・

一
一八

一
頁
⑪
〉

ち

ゃ

い

り

そ

ま

つ

じ

だ

い

（
染
版
）
茶
入
か
い
か
に
も
お
住
末
だ
し
か
く
し
い
時
代
ダ

公
子
一
二
ウ

②
〉
↓
（
染
刊
）
茶
入
が
如
何
に
も
お
粗
末
だ
。
し
か
し
い
時
代

だ
。
〈二
九
一
頁
⑦
〉

そ

の

か

ね

こ

ツ

ち

だ

（
染
版
）
し
か
し
其
金
を
此
方
ば
か
り
で
出
す
と
い
ふ
の
も
馬
鹿
ナ
附
し
た

し

か

そ

か

ね

こ

っ

ち

ば

か

だ
テ
〈
四
・
四
囲
内
／
①
〉
↓
（
染
刊
）
併
し
其
の
金
を
、
此
方
計
り

だ

ば

か

は

な

し

で
出
す
と
い
ふ
の
も
馬
鹿
な
附
だ
て
。
〈三
九
六
頁
④
〉

一一一
l

↓
旦
、
濁
点
の
加
除
・
改
変

「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
濁
点
の
加
除
処
理
な
ど
に
よ
っ
て
、
版
本

の
語
葉
が
改
事
。
れ
て
い
る
。
版
本
に
あ
る
「
手
に
で
に
」
の
語
葉
は
、
「
て

ん
で
ん
」
の
詩
源
に
つ
い
て
の
有
力
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
人
情
本

刊
行
会
版
」
で
は
「
手
に
手
に
」
と
改
変
さ
れ
て
い
て
、
版
本
の
資
料
的
な

価
値
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
副
詞
「
ふ
ら
ふ
ら
」
が
「
人
情
本
刊
行

会
版
」
で
は
濁
点
が
付
さ
れ
て
「
ぶ
ら
ぶ
ら
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
江

戸
語
に
お
け
る

「ふ
ら
ふ
ら
」
の
意
味
を
検
討
す
る
上
で
こ
の
濁
点
の
処
理

に
は
疑
問
、
が
あ
る
。

ち
ゃ
う
ち
ん

〈初
・
五
五
オ
③
〉
↓
（
染
刊
）
提
灯
、

築
版
）
提
灯
手
に
介
｛
＼
携
へ

手
に
手
に
携
へ
、
〈
二
O
四
頁
⑦〉

あ

る

い

け

（
染
版
）
ふ
ら
／
よ
ノ
行
き
や
往
ま
さ
ァ
ネ
〈
二
・
＝
一
九
オ
⑦
〉
↓
（
染
刊
）

ぶ
ら
／
よ
ノ
行
き
や
、
〈
二
五
五
頁
④
〉

今
回
の
活
字
化
の
対
象
と
し
た
版
本
に
は
、

「て
が
か
り
↓
て
か
が
り
」、

「
ひ
か
げ
↓
ひ
が
け
」
の
よ
う
に
、
濁
音
の
あ
る
音
節
が
語
中
で
移
動
す
る

と
い
う
例
が
あ
る
。
「
ひ
が
け
」
の
例
は
、
「
ひ
」
＋
「
か
げ
」
が
複
合
名
詞

と
な
る
と
き
に
連
濁
を
生
じ
、
「
か
げ
」
の

一
拍
目
の
清
音
が
濁
音
化
し
た

た
め
に
二
拍
目
の
濁
音
が
清
音
に
転
じ
た
と
い
う
例
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

は
版
本
の
誤
刻
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
用
例
と
し
て
は
顕
著
に
見
ら
れ

る
の
で
、
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」

で
は
こ
の
よ
う
な
例
は
す
べ
て

一
般
的
な
濁
音
の
位
置
に
改
め
ら
れ
て
い

る
。

( 7) 

（
染
版
）
手
懸
り
は
〈
二
・
二
四
ウ
⑦
〉
↓
か
染
刊
）
手
懸
り
は
、
〈
二一一一

六
頁
⑩
〉

（
暦
版
）
日
蔭
の
身
で
も
居
ま
い
、
〈
二
・
三
六
オ
⑥
〉
↓
（
暦
刊
）
日
陰
の

み

ゐ
身
で
も
居
ま
い
。
〈二
九
五
頁
①〉



四
、
（
b
）
版
本
の
本
文
そ
の
も
の
の
改
変

「人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、

男
女
の
性
愛
を
描
写
す
る
場
面
で
意
図
的

な
本
文
削
除
や
本
文
の
改
変
を
行
っ
て
お
り
、
複
数
箇
所
で
長
文
に
わ
た
る

も
の
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
例
の
中
で
、
一
重
傍
線
部
は
版
本
の
本
文
に
あ

っ
て
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
も
の
、

二
重
傍

線
部
は
版
本
の
本
文
を
音
関
一
的
に
改
変
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

研究論文

四
ー
一
、
花
雪
と
小
万
の
逢
瀬
の
場
面
の
本
文
削
除
と
改
変

『春
色
恋
廼
染
分
解
』
の
主
人
公
花
雪
の
台
詞
を
、
芸
妓
小
万
が
引
用
し

な
る
ほ
ど

た
「
成
程
は
じ
め
て
だ
ら
う
」
は
、
現
代
東
京
語
で
は
「
ほ
ん
と
う
に
（
男

性
経
験
が
）
初
め
て
の
よ
う
だ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の

江
戸
語
の
助
動
詞
「
だ
ろ
う
」
は
、
現
代
東
京
語
の
比
況
の
助
動
詞
「
ょ
う

だ
」
の
青
山
味
を
含
む
広
い
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
重
要
な
用
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
助
動
詞
「
だ
ろ
う
」
は
削
除
さ
れ

た
箇
所
に
あ
り
、
版
本
を
見
な
け
れ
ば
こ
の
例
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
こ
の
文
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
後
で
花
雪
に
か
ら
か
わ
れ

た
悔
し
さ
で
小
万
が
壊
を
流
す
と
い
う
心
情
が
理
解
で
き
な
く
な
る
。

お

も

は

れ

こ

〉

ろ

や

す

版
本
の
「
や
v

？｛
L
の
こ
と
て
思
ひ
が
晴
た
も
の
だ
か
ら
ツ
イ
心
安
だ

く

ち

き

い

て
に
ぞ
ん
ざ
い
な
口
を
利
て
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
小
万
の
台
詞
は
、
「
人

や

さ

こ

と

ば

情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
「
か
う
し
て
優
し
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
も
の
だ

こ

与

ろ

や

す

ぞ

ん

ざ

い

く

ち

き

か
ら
ツ
イ
心
安
だ
て
に
、
住
末
な
口
を
利
い
て
い
け
ま
せ
ん
。」

と
場
面
そ

の
も
の
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
小
万
が
花
雪
と
の
初
め
て
の
逢
瀬
を
果
た
し

得
た
と
い
う
趣
旨
が
暖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
小
万
の
心
情
が
分
か

り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

さ
む
け

築
版
）
花
「
お
前
ふ
る
へ
て
る
ノ
小
「
な
ん
だ
か
ぞ
く
／
＼
寒
気
か

き

11
」

そ

ん

し

め

く

わ

せ

っ

と

て

が

は

し
て
来
ま
し
た
ハ
ネ

「夫
な
ら
こ
っ
ち
も
〆
ゃ
う
と
花
雪
は
土
手
側
の

し

ゃ

う

じ

し

め

こ

ま

ん

と

た

て

、

ふ

ね

か

た

障
子
を
〆
る
小
万
は
と
も
の
戸
を
建
き
り

4
「
モ
シ
舟
が
片
よ
り
や
し

い

ふ

ニ

ジ

ゑ

き

こ

そ

れ

そ

う

は

う

ま
せ
ん
か
ね
へ
ト
言
も
小
声
で
し
か
と
は
聞
へ
ず
夫
よ
り
双
方
し
ば
ら
く

む

ご

ん

せ

ん

ど

う

お

ほ

ご

ゑ

し

ば

ら

し

ゃ

う

じ

無
言
船
頭
大
声
で
お
も
か
ぢ
ヨ
ヲ
引
／
第
二
回
／
暫
く
あ
り
て
障
子
を

あ

け

し

ゃ

ャ

フ

し

明
剖
州
制
同
川
叫
寸
割
刻
刻
引
凶
州
叫
べ
叫
岡
引
制
刻
州
川
剖
剖
U
刈
l

フ
」

し

め

お

き

、

そ
れ

有
「
そ
っ
ち
は
〆
て
置
ね
へ
な

4
「夫
で
も
刻
オ
司
斗
社
川
刻
汁
叫
叫

剖
花
「
お
記
長
い
と
一
す
た
ぢ
や
ア
ね
へ
か
小
品
目
引
詐

い

ひ

こ

与

ろ

へ

い

き

引
剖
寸
材
対
ぺ

d
H司
付
叶
リ
汁
オ
叶
叫
寸
剖
材
対
同
刈
凶
羽
矧
寸
訓
る

7
4

い
ひ
な
ほ

、

I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
l
l
l
恥
札
ド
ー

ん
だ
も
の
を
才
「
お
つ
う
言
直
し
た
な

4
「
針
引
け
け
叫
ゴ
け
寸
周
訓

｜
｜
ね
h

こ
〉

ろ

や

す

く

ち

き

い

が
晴
た
も
の
だ
か
ら
ツ
イ
心
安
だ
て
に
ぞ
ん
ざ
い
な
口
を
利
て
い
け
ま
せ

ん
花
「
対
が
い
〉
の
よ
航
即
日
？
や
ア
お
も
し
ろ
み
が
都
い
対
と
も
併
に

わ

れ

ひ

と

あ

る

、

主

た

い

ひ

う
ぬ
の
我
の
と
い
ふ
人
で
も
有
わ
け
か

4
「
又
そ
ん
な
こ
と
を
お
言
な
は

い

ひ

あ

り

る
よ
先
き
成
程
は
じ
め
て
だ
ら
う
と
お
言
な
す
ッ
た
ぢ
や
ア
有
ま
せ
ん
か

な

み

だ

ゐ

ト
泊
ぐ
ん
で
居
る
れ
初
・
九
オ
j
九
ウ
〉

さ
む
け

築
刊
）
花
雪
『
お
前
震
へ
て
る
の
。』
小
高
『
な
ん
だ
か
、
ぞ
く
／
＼
寒
気

( 8) 
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そ

ん

こ

ち

ら

し

く

わ

せ

つ

が
し
て
来
ま
し
た
わ
。』
花
雪
『
其
様
な
ら
此
方
も
鎖
め
よ
う
。』
と
、
花
雪

ど

て

が

わ

し

ゃ

う

じ

し

こ

ま

ん

と

も

と

は
士
手
側
の
障
子
を
鎖
め
る
。
小
高
は
艦
の
戸
を
た
て
き
り
、
小
高
『
モ

ふ

ね

か

た

せ

ん

ど

う

お

ほ

ご

ゑ

お

も

か

ぢ

シ
、
舟
が
片
よ
り
や
し
ま
せ
ん
か
ね
え
。』
船
頭
大
撃
で
、
船
頭
『
面
舵
よ

し

ば

ら

し

ゃ

う

じ

あ

こ

ま

ん

オ
司
』
／
第
二
回
／
暫
く
あ
り
て
障
子
を
開
け
る
。
小
高
は
か
た
へ
の

し

ゃ

う

じ

あ

そ

っ

ち

し

お

障
子
も
開
け
ん
と
せ
し
か
ば
、
花
雪

『
其
方
は
鎖
め
て
置
き
ね
え
な
。』

そ

れ

め

え

い

ま

さ

む

小
高
『
夫
で
も
。』
花
雪

『
お
前
今
寒
い
と
言
っ
た
ぢ
や
ア
ね
え
か
。』
小
高

ま

へ

い

か

こ

与

る

づ

ま

『
お
前
は
。』
と
、

言
ひ
懸
け
し
が
、
フ
ト
心
付
き
、
小
高
『
お
前
は
ん
は

い
ひ
な
ほ

平
気
で
ゐ
る
ん
だ
も
の
を
。』
花
雪

『
お
つ
う
一言
直
し
た
な
。』
小
高
『
か
う

怜
恰
I
l
l
l仁
ド
レ「
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1

こ

〉

ろ

や

す

ぞ

ん

ざ

い

し
て
倒
リ
川
司
期
剖
外
叶
引
制
た
も
の
だ
か
ら
、
ツ
イ
心
安
だ
て
に
、
住
末

く

ち

き

そ

い

を

り

め

だ

か

な
口
を
利
い
て
い
け
ま
せ
ん
。』
花
雪
『
夫
れ
が
宜
い
の
よ
。
折
旦
両
ぢ
や

お

も

し

ろ

み

う

す

ほ

か

う

ぬ

わ

れ

ひ

と

わ

け

ア
面
白
味
が
薄
い
。
そ
れ
と
も
外
に
汝
の
我
の
と
い
ふ
人
で
も
あ
る
語
か
。』

そ

ん

い

な

み

だ

ゐ

小
高
『
又
其
様
な
こ
と
を
お
言
ひ
な
は
る
よ
。』
と
、
泊
ぐ
ん
で
居
る
。
〈
一

五
三
i
一
五
四
頁
〉

四
ー
二
、
八
蔵
と
お
柳
の
情
交
の
場
面
の
本
文
削
除

番
頭
の
八
蔵
と
後
家
の
お
柳
の
情
交
場
面
で
、
版
本
の
本
文
が
長
文
に
わ

そ
の
み

た
っ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
版
本
の
原
文
で
は
「
其
身
を
ぴ
ツ

よ
り
そ
へ

た
り
寄
添
」
た
の
は
女
性
の
お
柳
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
「
人
情
本
刊
行
会

版
」
で
は
そ
れ
が
男
性
の
八
蔵
の
「
σ為
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

築
版
）

i
k

v」
れ

か

な

め

は

な

み

〉

く

ち

ょ

せ

j

「
是
が
か
ん
じ
ん
要
の
附
し
と
耳
に
口
寄
さ
〉
や
け
ば

柳

ツ1 「

＼｜そ
おlん
柳；な
を｜ら
ヲ11i彼吉
寄よ茶与
す1入ド
オ~を
同ば

i
k

こ

ゑ

た

か

こ

と

い

ひ

／
「
モ
シ
お
撃
が
高
い
め
っ
た
な
事
を
と
言

町
下

な

ん

ひ

る

な

か

l
＼

者
」
羽
川
崎
刊
寸
叫
斗
叫
割
引
／
斗
引
村
側

ら

ん

ま

へ

い

や

聞
な
さ
い
矧
引
同
り
記
副
さ
ん
は
捌
剖
刷
出

骨｜］

よti~ 
な

1: 

そ

の

み

よ

り

そ

へ

む

と

う

も

ん

な

い

か
り
と
其
身
を
ぴ
ッ
た
り
寄
添
て
す
で
に
鮪
週
の
附
州
へ
烈
ら
ん
と
せ
し

と

き

つ

ぎ

ま

さ

ん

き

ち

ー

か

た

こ

と

一

一

一

ッ

か

時
次
の
間
よ
り
が
ん
ぜ
な
け
れ
ば
三
吉
カ
片
言
ま
じ
り
に
「
お
重
ち
ゃ

う

ま

い

で

く

ふ

た

り

と

び

の

い

ん
味
お
く
れ
よ
と
出
来
れ
ば
二
人
は
あ
は
て
飛
退
て
〈
初
・

二
四
ウ
j
二
五

オ〉

こ

か

ん

じ

ん

か

な

め

は

な

し

み

み

く

ち

よ

さ

〉

や

（
染
刊
）
八
蔵
『
是
れ
が
肝
賢
要
の
附
。』
と
、
耳
に
口
寄
せ
私
語
け
ば
、

あ

ち

ゃ

い

れ

こ

ゑ

た

か

め

っ

た

こ

と

お
柳
『
そ
ん
な
ら
彼
の
茶
入
を
ば
。』
八
蔵
『
も
し
お
撃
が
高
い
、
滅
多
な
事

そ

み

よ

り

そ

へ

と

き

つ

ぎ

ま

ぐ

わ

ん

ぜ

を
。』
と
、
其
の
身
を
ぴ
っ
た
り
寄
添
へ
し
時
、
次
の
間
よ
り
、
頑
是
な
け

さ

ん

き

ち

か

た

こ

と

ま

じ

っ

か

う

ま

れ
ば
三
吉
が
、
片
言
交
り
に
、

三
吉
『
お
重
ち
ゃ
ん
。
味
お
く
れ
よ
。』と、

い

で

く

ふ

た

り

あ

わ

と

の

出
で
来
れ
ば
、

一
一
人
は
周
章
て
飛
び
退
い
て
、

( 9) 

〈
一
六
九
頁
〉

四
上
ニ
、
雁
八
と
お
重
の
会
話
の
場
面
の
本
文
削
除

川
に
身
投
げ
を
し
た
お
重
を
救
っ
た
翻
所
の
雁
八
が
、

る
場
面
で
、
版
本
の
本
文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

お
重
に
情
交
を
迫

（染版）

ど

ぜ

へ

む

な

つ

お

も

な

よ

こ

ッ

ぱ

ら

土
左
衛
門
に
成
た
と
思
や
ァ
何
に
も
こ
れ
が
お
め
へ
の
横
腹
へ



や

り

つ

ッ

こ

か

な

り

い

〉
お

も

ひ

と

鎗
で
も
突
込
ム
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
な
し
お
め
へ
も
相
麿
に
能
思
ひ
を
し
て
人

よ

ろ

こ

そ

の

か

は

だ

い

じ

さ

ん

ど

め

し

お

た

き

し

ご

と

凶
削
割
削
剖
引
其
替
り
に
や
大
切
に
し
て
三
度
の
飯
は
己
れ
が
焚
仕
事

で

け

へ

す

き

か

く

に
出
た
帰
り
に
や
好
な
も
の
を
買
ッ
て
来
る
し
〈
二
・
一
オ
j
一ウ〉

ど

ざ

ゑ

も

ん

な

お

も

な

に

こ
れ

め

え

よ

こ
つ

ば

ら

や

り

（
染
刊
）
土
左
衛
門
に
成
っ
た
と
思
や
ア
。
何
も
之
が
お
前
の
横
腹
へ
、
鎗

か

は

た

い

じ

さ

ん

と

で
も
突
込
む
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
な
し
。
其
の
代
り
に
や
大
切
に
し
て
、
三
度
の

め

し

お

れ

た

し

ご

と

で

か

へ

す

も

の

か

く

飯
は
俺
が
炊
き
、
仕
事
に
出
た
蹄
り
に
や
、
好
き
な
物
を
買
っ
て
来
る
し
、

〈二
O
八
頁
〉

研究論文

四
ー
四
、
彦
三
と
芸
妓
小
金
の
情
交
の
場
面

版
本
の
地
の
文
に
長
文
の
削
除
箇
所
が
あ
る
。

（
染
版
）
彦
「
お
め
へ
だ
ん
f
t、・
1
ふ
と
る
の
金
「
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
し
ち

わ

ざ

ど

し

そ

の

な

か

や
ァ
痛
い
や
ネ
ト
か
く
た
は
ひ
も
な
き
業
く
れ
も
す
い
た
同
士
の
其
中
に

せ

ん

ま

ん

む

り

や

う

た

の

し

み

や

ぐ

ひ

ば

ん

は
千
万
無
量
の
柴
み
な
ら
ん
見
る
／
’
＼
ひ
と
つ
の
夜
具
非
番
と
な
り
で

あ

め

ま

た

く

も

ほ

ど

け

い

め

い

た

び

ね

き

ら

く

き

ぬ

雨
と
な
り
又
雲
と
な
り
程
な
く
鶏
鳴
っ
げ
わ
た
れ
ど
旅
藤
の
気
柴
は
衣

あ

た

ま

う

へ

ひ

お

ど

ろ

お

き

い

た

F
＼
の
う
れ
ひ
も
な
く
天
窓
の
上
へ
旭
の
さ
す
に
驚
き
起
い
づ
る
に
至
り

て
合
了
四
七
ワ
j
四
八
オ
〉

め
え
だ
ん

f
lふ
と

そ

ん

（染刊）

彦
一
一
一
『
お
前
段
々
肥
る
の
。』
小
金
『
其
様
な
に
ひ
ど
く
し
ち
ゃ

わ

ざ

す

ど

し

そ

ア
痛
い
や
ね
。』
と
、
か
く
た
は
い
も
な
き
業
く
れ
も
、
好
い
た
同
士
の
其
の

な

か

せ

ん

ま

ん

む

り

や

う

た

の

し

ほ

ど

け

い

め

い

っ

わ

た

た

び

ね

中
に
は
、
千
寓
無
量
の
柴
み
な
ら
ん
。
程
な
く
鶏
鳴
告
、
げ
渡
れ
ど
、
旅
履

き

ら

く

さ

ぬ

F
L

う

れ

ひ

あ

た

ま

う

へ

ひ

お

ど

ろ

お

の
気
楽
は
後
朝
の
憂
も
な
く
、
天
窓
の
上
へ
旭
の
さ
す
に
驚
き
、
起
き
出

づ
る
に
至
り
て
、

〈一エ
ハ七
i
二
六
八
頁
〉

四
｜
五
、
重
の
井
と
置
場
忠
六
の
会
話
の
場
面

版
本
で
は
、

お
ひ
し
も
と
か

一
三
皇
傍
線
部
「
帯
紐
解
ね
へ
ナ
」

σ〉

「
ね
へ
」
は
、
軽
い
尊

敬
を
表
わ
す
「
な
る
」
の
命
令
形
で
あ
り
、
前
夫
の
花
雪
に
は
も
う
未
練
は

な
い
と
言
う
重
の
井
の
言
質
を
取
っ
た
忠
八
の
「
帯
紐
を
解
け
」
と
い
へ
ゐ

令
表
現
で
あ
る
が
、

は

だ

み

け

が

「
そ
ん
な
ら
肌
身
は
汚
さ

「
人
情
本
刊
行
会
版
」

で
は

ね
え
な
（
そ
れ
な
ら
肌
身
を
汚
す
こ
と
は
し
な
い
の
だ
な
）
」
と
、
打
消
の

助
動
詞
「
な
い
」
の
意
に
解
さ
れ
て
し
ま
い
、
前
後
で
ま
っ
た
く
音
採
が
通

じ
て
い
な
い
。

(10) 

実
版

ニヨ
－

一

ひ

と

ひ

と

み

れ

ん

Z
「
ナ
ニ
人
ば
か
ら
し
い
あ
き
ら
れ
た
人
に
な
ん
で
未
練
が
残
ン

忠
「
そ
ん
な
ら
制
排
到
ナ

そ

れ

さ

わ

け

い
夫
ゆ
へ
先
ッ
き
か
ら
い
ろ
／
＼
分
解
を
申
ン
ス
ニ

公
子
二
ウ
〉

ひ

と

ば

か

あ

ひ

と

（
染
刊
）
重
の
井
『
ナ
ニ
人
、
馬
鹿
ら
し
い
。
飽
き
ら
れ
た
人
に
、
な
ん
で

み

れ

ん

の

こ

い

応

ト

払

「

l
lい似
P
I
l
l
i－
－

I
l
l
l
1

未
練
が
残
り
ん
せ
う
。』
忠
六
『
そ
ん
な
ら
肌
身
は
汚
さ
ね
え
な
。』
重
の
井

ぬ

し

き

わ

け

そ

ゆ

ゑ

さ

っ

き

い

ろ

わ

け

ま

を

『
ア
レ
サ
、

主
も
聞
き
諜
の
な
い
。
夫
れ
故
先
刻
か
ら
種
／
＼
分
解
を
申
し

ん
す
に
。』〈
二
九
O
頁〉

せ
v

フ

重

「
ア
レ
サ
ぬ
し
も
聞
わ
け
の
な



江戸時代末期人情本の活字化資料にみられる諸問題

四
ム
ハ
、
版
本
に
な
い
本
文
の
追
加
｜
「
あ
る
の
で
す
」
は
「
あ
る
で
す
」

助
動
詞
「
で
す
」
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
ま
で
は
活
用
形
が
終
止
連
体
形

一
形
で
、
活
用
語
に
直
接
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
使
用
す
る
階
層
も
医

者
・
男
伊
達
な
ど
に
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
々
亭
有
人
作
の
江
戸

時
代
末
期
人
情
本
に
至
っ
て
、
活
用
形
に
未
然
形
・
連
用
形
が
出
そ
ろ
い
、

活
用
語
に
接
続
す
る
場
合
は
準
体
助
詞
「
の
」
を
介
し
、
使
用
踏
層
が

一
般

の
男
女
に
ま
で
拡
大
し
た
と
さ
れ
て
い
る
目。

従
っ
て
、
有
人
の
人
情
本
に
現
れ
る
「
で
す
」
使
用
は
、
現
代
東
京
語
に

お
け
る
「
で
す
」
使
用
と
ほ
と
ん
ど
相
違
の
な
い
も
の
と
い
え
る
が
、
江
戸

時
代
中
期
ま
で
の
活
用
語
に
直
接
接
続
す
る
「
で
す
」
の
使
用
は
皆
無
で
は

な
く
、
『
春
色
江
戸
紫
』
に
準
体
助
詞
「
の
」
を
介
さ
ず
に
形
容
詞
（
形
容

詞
型
の
活
用
を
す
る
助
動
詞
を
含
む
、
以
下
同
）
に
直
接
接
続
す
る
「
で
す
」

の
例
が

一
例
あ
る
こ
と
が
松
村
（

一
九
九
O
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
紫
版
）
「
左
様
は
腫
が
。
績
か
な
い
で
す
か
」
〈
芸
妓
小
照
↓
惣
次
郎
、

初・

一
O
ワ⑤〉

江
戸
末
期
の
山
々
亭
有
人
作
の
人
情
本
で
は
、
「
で
す
」
は
形
容
動
詞
の

丁
寧
体
を
含
め
、
直
接
接
続
す
る
の
は
体
言
相
当
語
に
限
ら
れ
て
お
り
、
動

詞
・
形
容
詞
な
ど
活
用
語
に
直
接
「
で
す
・
で
し
」
が
接
続
す
る
の
は
、
極

め
て
稀
な
例
で
あ
る
Eo

し
か
し
、
今
回
の
活
字
化
年
末
の
中
で
、
「
で
す
」

が
動
詞
に
直
接
接
続
す
る
例
が
『
花
暦
封
じ
文
』
（
四
編
・

二
七
ウ
）
に

一

例
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
松
村
（

一
九
九
O
）
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
お

け
る
活
用
語
承
接
の
「
で
す
」
の
用
例
を
問
題
点
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
花
暦
封
じ
文
』
に
あ
る
こ
の
重
天
な
用
例
を
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。従

来
の
活
字
化
資
料
で
は
、
当
該
箇
所
に
準
体
助
調
「
の
」
を
加
え
る
と

い
う
処
理
を
し
て
い
た
。
当
該
例
の
版
本
影
印
【
図
1
】
と
、
「
人
情
本
刊

行
会
版
」
本
文
、
そ
の
他
の
活
字
本
で
の
当
該
箇
所
の
例
を
俳
せ
て
次
に
示

す
。

(11) 

【図
1

】
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そ

れ

い

ろ

f
lい
り

こ

ん

あ

る

と

か

く

ど

う

ぞ

こ

〉

（
暦
版
）
夫
に
は
種
々
入
組
だ
こ
と
が
剖
で
引
か
ら
兎
も
角
も
何
卒
愛
を

あ

け

く

ん

明
て
お
呉
な
は
い
ヨ
〈
芸
妓
七
吉
↓
橘
三
郎
、
四

・
二
七内／②〉

そ

い

ろ

／

＼

い

こ

こ

と

（
暦
刊
）
夫
れ
に
は
種
々
入
り
込
ん
だ
事
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
兎
も
角
も

ど

う

ぞ

こ

〉

あ

く

何
卒
、
愛
を
開
け
て
お
呉
ん
な
は
い
よ
。〈
四
一
O
頁〉

い
ろ

f
tい
り

く

ん

と

か

く

ど

う
ぞ

七
「・：
夫
に
は
種
々
入
組
だ
事
が
剖
寸
引
か
ら
兎
も
角
も
何
卒
愛
を
明
け
て

く
ん

お
呉
な
は
い
ヨ
〈
古
今
季
藁
・
八
・
七
九
頁
〉

そ

れ

い

ろ

f
lい
り

く

ん

こ

と

と

か

く

ど

う

ぞ

こ

〉

あ

七
「
：
・
夫
に
は
種
々
入
組
だ
事
も
あ
る
の
で
す
か
ら
、
兎
も
角
も
何
卒
愛
明

お
呉
ん
な
は
い
よ
、

け
て
、

〈
絵
本
稗
史
小
説
・

・
四
一二
八
一向。

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
山
々
亭
有
人
作
の
人
情
本
五
作
品
中
に
あ
る

「
で
す
」
の
全
用
例
の
上
接
語
を
整
理
し
、

【表1】に示した。

言十

そ
盲助詞I] 

助動詞用の形容調

動詞 副詞
そ よ

助詞 助詞

I t詞名1c 詞名他の
せんま

』いな「形容詞型；舌

ん の

127 13 10 9 22 8 11 7 46 です（終止形） 『春色恋染分解』同，__ ---------
2 です（連体形） 初編～王編

， 

円五
6 4 でし（連用形） 1860～1865 ,-7-- ・． ---------

2 4 でしょう

23 5 4 2 2 9 です（終止形） 『盤唄三人娘』
，ーーー ーーーーーーーーー

です（連体形） 四編～五編

「五
2 でし（連用形） 1865 

~ - -- ヤ・－－ －－・ヤー．，
でしょう

33 3 4 2 4 17 です（終止形） 『春色江戸紫』
，ー。ーー ーーーーーーーーー

です（連体形） 初編～三編
p--- ーーーーーーーー

円Z
。 でし（連用形） 1864～1868 

「1-- ーーーーーーーーー
でしょう

62 2 3 5 6 15 6 7 6 11 です（終止形） 『花暦封じ文』--- ---ドr_._. ’一 ’一 ’・，s --- ”－－－－－－－ 
です（連体形） 初編～四編

伊

円E
7 2 3 でし（連用形） 1866 

「3-- ーーーーーーーーー
2 でしょう

37 2 2 4 3 3 2 1 20 です（終止形） 『春色宝棒』
－－－ド－－ ---------

2 1 です（連体形） 初編～三編

円合E十4 4 2 でし（連用形） 1856～1857 

「1-- ・． ---------
でしょう

【表1 山々亭有人の人情本にある「です」のよ接語】
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【表
1
】
に
み
る
よ
う
に
、
有
人
作
の
人
情
本
で
は
、
動
調
承
接
の
「
で

す
」
が

一
例
、
形
容
詞
承
接
の
「
で
す
」
が

一
例
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

有
人
作
の
人
情
本
に
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
る
活
用
語
承
接
の
「
で
す
」

の
用
例
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
、
活
用
語
に
直
接
接
続
で
き
る
指
定
辞

使
用
の
残
存
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
松
亭
金
水
作
の
『
盆
唄
三
人
娘
』
（
初
編
j
三
編
）
に
お
い
て
は
、

「
で
す
」
の
使
用
例
が
み
ら
れ
な
い
。
「
で
す
」
使
用
に
関
し
て
有
人
と
金

水
と
の
文
体
差
は
明
ら
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
人
情
本
刊
行
会
版
」
で
は
、
版
本
の
表
記
が
他
の
表
記
に
改
変
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
改
変
さ
れ
た
表
記
の
中
に
は
、
貴
重
な
語
葉
資
料
や
、
唐
話
（
白

話
）
誼
盟
一
某
と
見
ら
れ
る
漢
字
語
葉
が
豊
富
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
が
、

「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
で
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
「人

情
本
刊
行
会
版
」
は
版
本
に
あ
る
性
愛
場
面
な
ど
の
本
文
を
意
図
的
に
削

除
・
改
変
し
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
完
全
性
を
欠
い
て
い
る
。
「人

情
本
刊
行
会
版
」
は
丁
寧
の
助
動
詞
「
で
す
」
が
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
に
、

版
本
に
な
い
準
体
助
詞
「
の
」
を
補
っ
て
版
本
の
本
文
を
「
あ
る
の
で
す
」

と
重
大
な
改
変
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
特
に
、
江
戸
時
代
末
期
の
人
情
本

に

「あ
る
で
す
」
の
語
形
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
人
情
本
の
版
本
の
全

文
を
正
確
に
翻
刻
し
て
み
て
初
め
て
判
明
し
た
事
実
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
は
、
語
学
研
究
・
文
学
研
究
と
も
に
、

専
門
的
な
研
究
の
た
め
の
資
料
と
し
て
は
ま
っ
た
く
使
用
に
耐
え
な
い
文

献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

言
語
史
研
究
に
お
い
て
は
、
活
字
化
さ
れ
た
資
料
を
扱
う
際
に
そ
の
テ
キ

ス
ト
の
信
頼
性
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
版
本

な
ど
の
原
本
を
直
接
に
調
査
す
る
と
い
う
姿
勢
が
重
視
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
。
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献
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｜
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節
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・
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土
谷
桃
子
（
二
O
O九
）
『
江
戸
と
明
治
を
生
き
た
戯
作
者
山
々
亭
有
人
・
条

野
器
調
散
人
』
（
平
成
三

年
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代
文
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社
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崎
靖
子
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0
0
0）
「江
戸
後
期
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語
資
料
に
見
る
『
で
す
』
の
意
味
そ

の
使
い
手
と
語
感
を
通
し
て
｜
」
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
第
六
号
（
『
断
定
表
現
の
通
時
的
研
究
』
に
収
録
、
平
成
二
四
年
九
月
、

武
蔵
野
書
院
）

松
村
明
（

一
九
九
O
）
「
明
治
初
年
の
洋
学
会
話
書
に
お
け
る
助
動
詞
『
で
す
』

と
そ
の
用
法
」
（
『
近
代
語
研
究
第
八
集
』
平
成
二
年
九
月
、
武
蔵
野
書
院
、

『
近
代
日
本
語
弘
盟
こ
に
収
録
、
平
成

二

年）

村
上
静
人
（

一
九
一
七
）
『
人
情
本
略
史
』
（
人
情
本
刊
行
会
）

【注】

H

小
松
（
二
O
O七
）
に
拠
る
。

日
江
戸
時
代
末
期
人
情
本
の
版
本
の
本
文
は
ほ
ぼ
総
ル
ビ
に
近
い
の
で
あ
る
が
、

活
字
化
さ
れ
た
「
江
戸
軟
派
全
住
吉
な
ど
は
、
本
文
の

一
部
に
し
か
ル
ピ
を
付
し

て
い
な
い
。
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
は
本
文
の
総
ル
ビ
に
努
め
て
は
い
る
が
、
本

稿
で
種
々
示
す
よ
う
に
版
本
の
本
文
の
正
確
な
活
字
化
に
な
っ
て
い
な
い
。

ω

長
崎
（
二
0
0
0）
に
拠
る
と
、

「『
春
色
恋
廼
染
ハ
刀
解
』
『
春
色
江
戸
芸
『
盛

唄
三
人
娘
』
『
花
暦
封
じ
文
』
『
春
色
主
捧
』
の
調
査
に
は
、
人
情
本
刊
行
会
（

一

九
一
六
）
を
使
用
し
た
が
、
採
取
し
た
用
例
に
関
し
て
は
、
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』

『
盤
唄
コ
一
人
娘
』
は
東
京
大
学
総
合
図
主
晶
蔵
本
（
青
洲
文
庫
旧
蔵
）
、
『
春
色
江

戸
紫
』
『
花
暦
封
じ
文
』
は
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
で
確
認
し
た
。

『
春
色
玉
捧
』
は
版
本
が
見
つ
か
ら
ず
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
用
例
部
分
に
は

版
本
と
翻
刻
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
内
容
に
関
わ
ら
な
い
部
分

な
の
で
、
人
情
本
刊
行
会
の
翻
刻
に
従
っ
た
。
尚
、
五
つ
の
人
情
本
の
「
で
す
」

の
全
用
例
数
は
本
調
査
で
は
三

一
七
で
、
松
村
（
一
九
九
O
）
の
一二

一
六
と
数
値

が
異
な
っ
て
い
る
。」（
二
四
三
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
数
値
は
本
調
査
の
結
果
と
も

異
な
る
。

品
作
成
者
・
公
開
者
は
岡
部
嘉
幸
氏
（
千
葉
大
学
文
学
部
）
で
あ
る
。
な
お
、
阿

部
氏
は
「
人
情
本
刊
行
会
版
」
の
本
文
が
版
本
と
著
し
く
異
な
る
こ
と
を
従
前
か

ら
承
知
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

日
松
村
（

一
九
九
O
）
に
拠
る
。

品
浅
川
（

一
九
九
八
・

一
九
九
九
）
を
参
照
。
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【
付
記
】

本
稿
は
、
日
本
語
尚
子
会
・

二
O
三
平
度
秋
季
大
会
（
静
岡
大
学
）
に
お
い
て

口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
の
席
上
で
飽
佃
導
・

御
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
C
）
「
人
情
本
を
資
料
と
し
た
現

代
東
京
語
成
立
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
研
究
課
題
番
号
一
Nω
印

N
C
m
m
∞
）
に
基

づ
く
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
あ
さ
か
わ

て
つ
や
・
首
都
大
学
墓
尽
准
教
授
）


